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こ
の
よ
う
な
情
況
な
ら
、
二
度
と
会
わ
な
い
と
い
う
選
択
も
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
千
樫
と
阿
佐
緒
は
、
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
か
か
わ
り
は
、
千
樫
に
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
だ
ろ
うか。この
後
、
お
そ
ら
く
一
一
一
月
一
一
四
日
の
晩
、
二
人
は
、
千
葉
県
稲
毛
海
〈桃川）
岸
の
旅
館
海
気
館
に
投
宿
し
、
一
夜
を
共
に
す
る
。
海
気
館
は
、
海
岸
線
か
ら
上
っ
た
松
林
の
中
に
、
本
館
を
め
ぐ
っ
て
、
別
荘
風
の
独
立
し
た
建
物
が
複
数
点
在
す
る
、
し
ゃ
れ
た
造
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
の
絵
図
を
見
る
と
、
宿
の
前
は
遠
浅
の
砂
浜
で
、
対
岸
に
、
富
士
が
見
え
る
。
海
気
館
は
、
今
は
な
く
、
戦
後
砂
浜
も
埋
め
た
て
ら
れ
て
海
岸
線
は
三
キ
ロ
も
先
に
な
っ
た
が
、
松
林
は
残
り
、
現
在
稲
毛
公
園
（注Ⅳ）
に
な
っ
て
い
る
。
千
樫
に
よ
る
と
、
｜
夜
を
と
も
に
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
に
別
れ
を
告
げ
る
た
め
だ
っ
た
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
千樫は、帰宅してから、「過去の一一人の最後のお別れとして
心
か
ら
泣
い
て
思
ふ
ま
、
に
泣
い
て
寂
し
い
乍
ら
に
緊
張
し
き
っ
た
一
夜
千
樫
が
妻
子
持
ち
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
た
ら
、
阿
佐
緒
は
上
京
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
二
人
の
関
係
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
以
後
、
千
樫
は
、
阿
佐
緒
に
対
し
て
、
罪
悪
感
と
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
恋
情
を
持
ち
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
阿
佐
緒
と
の
対
面
は
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
が
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
か
い
き
か
ん
４．「燭影」の舞一口海気館と新橋駅待合室
を
送
り
た
か
っ
た
の
で
す
」
（
傍
点
筆
者
）
（
’
二
月
二
五
日
付
け
阿
佐
緒
宛
封
書
）
と
書
い
て
い
る
。
意
図
し
た
と
こ
ろ
と
は
反
対
に
、
千
樫
は
、
阿
佐
緒
と
一
夜
を
と
も
に
し
た
こ
と
で
、
深
い
恋
に
落
ち
た
よ
う
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
千
樫
は
そ
の
後
折
り
に
ふ
れ
ひ
と
り
で
稲
毛
を
訪
れ
、
阿
佐
緒
を
し
の
ん
で
い
る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
大
正
六
年
発
表
の
連
作
「
稲
毛
」
で
あ
る
。
「
道
な
が
ら
ひ
そ
か
に
恩
ふ
酒
の
み
て
ひ
と
り
眼
ら
む
そ
の
か
の
宿
に
」
「
ひ
つたりと恩ひ浮べし君が面を見つめてあれば涙ながるる」など。
稲
毛
の
「
そ
の
か
の
宿
」
は
海
気
館
、
「
君
」
は
阿
佐
緒
を
指
す
と
思
わ
（柾じ
れる。三日後の一一八日は、阿佐緒が宮城県の宮床村へ帰る日だった。
千
樫
は
、
阿
佐
緒
を
見
送
り
に
、
新
橋
駅
へ
行
く
。
阿
佐
緒
の
歌
稿
ノ
ー
（北川）
卜
に
、
こ
の
と
き
の
情
墓
晁
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。
「
別
れ
と
い
ふ
に
酒
に
酔
ひ
つ
、
来
た
り
け
る
古
泉
千
樫
を
寂
し
く
恩ひき」
「
別
れ
を
は
を
し
み
も
あ
へ
ず
わ
が
す
ね
て
あ
り
し
も
を
か
し
待
合
室に」この
日
、
千
樫
が
帰
宅
し
て
書
い
た
、
二
九
日
零
時
五
○
分
付
け
の
手
紙
に
、
「
あ
な
た
の
過
去
の
人
で
さ
う
し
て
今
日
以
後
更
に
最
も
親
し
き
人
で
あ
る
べ
き
人
に
も
お
逢
ひ
し
ま
し
た
」
と
あ
る
。
千
樫
が
、
阿
佐
緒
の
初
恋
の
人
、
庄
子
勇
と
顔
を
合
わ
せ
た
の
は
、
こ
の
見
送
り
の
日
だ
っ
た。こ
れ
は
筆
者
の
想
像
だ
が
、
阿
佐
緒
に
呼
ば
れ
た
庄
子
は
、
新
橋
駅
の
待
合
室
に
現
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
庄
子
は
山
口
県
で
美
術
の
教
師
を
し
て
い
た
が
、
年
末
で
、
勤
め
は
休
み
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
3６
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古泉千樫「灰壗」私
阿
佐
緒
と
庄
子
が
待
合
室
に
い
る
。
そ
こ
へ
酒
に
酔
っ
て
現
れ
た
千
樫
。｛汰汕｝
’一人の男の前で、すねている阿佐緒。そんな情皇皐が想像される。
長
か
っ
た
文
通
。
そ
の
結
果
た
ず
ね
て
き
た
相
手
が
驚
く
ほ
ど
の
美
人
で
、
一
夜
を
と
も
に
し
、
恋
に
落
ち
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
直
後
に
庄
子
が現れ、あっさり突きはなされてしまう。
阿
佐
緒
に
会
っ
て
か
ら
の
心
の
変
化
を
、
千
樫
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
ている。
「
い
ま
ま
で
は
い
く
ら
手
紙
を
書
か
な
く
と
も
、
お
手
紙
が
来
な
く
と
、
、
、
、
、
、
、
、
も
、
そ
れ
は
寂
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
け
れ
共
、
一
別
に
不
安
と
い
ふ
や
、
、
、
、
、
、
、
、
、
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
此
頃
で
は
お
手
紙
が
少
し
来
な
く
と
も
、
、
、
、
、
、
、
又
手
紙
を
少
し
書
か
ず
に
、
無
理
に
書
か
ず
に
居
て
も
、
す
ぐ
に
苦
し
い
、
、
、
、
、
、
、
、
不安に捕へられる」（傍点筆者）（大正一一一年一月一一日付け阿佐
緒宛封書）
海
気
館
で
の
一
夜
か
ら
、
大
正
三
年
三
月
ま
で
に
阿
佐
緒
に
宛
て
た
千
樫
の
手
紙
は
、
十
五
通
残
っ
て
い
る
。
今
読
ん
で
も
、
激
し
い
動
揺
で
、
振
り
き
れ
そ
う
に
な
る
心
を
静
め
る
た
め
に
書
い
て
い
る
よ
う
な
、
痛
み
が伝わってくる。
千
樫
の
動
揺
は
、
家
族
に
も
伝
わ
っ
た
。
夫
と
阿
佐
緒
の
仲
を
知
っ
た
内
縁
の
妻
山
下
き
よ
は
、
心
痛
で
乳
が
止
まり、三か月の赤ん坊だった次女條子は、抵抗力が弱まって、
肺
炎
に
冒
さ
れ
、
大
正
三
年
一
月
一
一
○
日
、
亡
く
な
っ
た
。
二
月
一
○
日
、
阿
佐
緒
か
ら
、
会
い
た
い
と
い
う
内
容
の
手
紙
が
来
る
が
、
娘
の
死
で
吾
に
返
っ
た
千
樫
は
、
断
り
の
返
事
を
書
く
。
大
正
元
年
の
文
通
か
ら
始
ま
り
、
二
年
一
二
月
一
八
日
以
来
急
展
開
し
た
、
千
樫
と
阿
佐
緒
と
の
か
か
わ
り
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
終
わ
り
を
告
げ
る
。
千
樫
に
と
っ
て
不
運
だ
っ
た
の
は
、
阿
佐
緒
と
の
関
係
で
動
揺
し
た
時
期が、師左千夫の死後、同人たちの再起をかけた、『アララギ』
大
正
三
年
正
月
号
（
七
巻
一
号
）
の
編
集
時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
だ
。
千
樫
は
、
海
気
館
か
ら
帰
っ
て
「
と
に
角
私
は
当
分
寂
し
い
で
せ
う
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
何も出来ないでせう」（大正一一年一一一月一一五日朝阿佐緒宛封
書
）
と
書
き
、
新
橋
駅
へ
の
見
送
り
か
ら
帰
宅
す
る
と
、
「
私
は
あ
な
た
、
、
、
、
、
、
、
、
にお逢ひしたことが、私の一切をなげうってひとりぽっちにな
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ることを早めてくれたやうに恩ひます」（傍点筆者）（同年一一一
月
二
九
日
午
前
零
時
五
○
分
付
け
阿
佐
緒
宛
封
書
）
と
書
い
た
。
「何も出来ない」「ひとりぽっちになる」という言葉は単なる
比
楡
で
は
な
い
。
こ
の
と
き
千
樫
は
、
実
務
を
処
理
す
る
気
力
と
、
仲
間
と意思疎通する意欲を失っていたようだ。
年
内
に
出
る
は
ず
で
あ
っ
た
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
大
正
三
年
正
月
号
は
、
年
を
越
し
て
も
出
な
か
っ
た
。
気
を
も
ん
だ
中
村
憲
吉
は
、
一
月
三
日
、
千
樫
宅
に
様
子
を
見
に
ゆ
き
、
七
日
、
赤
彦
へ
の
手
紙
で
、
「
古
泉
君
も
事、、
情
あ
り
て
年
末
の
遅
刊
ハ
少
し
は
諒
と
す
る
が
、
今
度
の
は
明
確
に
自
分
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
二祇皿〉
の歌のために遅刊さしたらしい」（傍点筆者）と書く。
一
方
、
赤
彦
は
憲
吉
に
、
「
ど
う
も
も
う
言
て
も
駄
目
で
あ
ら
う
古
泉
君
の
心
の
中
心
に
は
ど
う
も
麻
癖
し
た
所
が
あ
る
ら
し
い
」
（
八
日
付
け
千
樫
と
阿
佐
緒
が
実
際
に
ふ
れ
あ
っ
た
の
は
、
’
二
月
一
八
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
の
正
味
三
、
四
日
間
で
、
本
当
に
短
い
時
間
で
あ
る
。
だ
が
、
千
樫
に
と
っ
て
は
大
事
件
だ
っ
た
。
５．「ずぼら」な千樫像
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ハガキ）と返していう○．
同
人
た
ち
の
間
に
、
千
樫
へ
の
不
信
が
広
が
っ
て
ゆ
く
の
が
分
か
る
。
こ
の
号
の
遅
刊
に
つ
い
て
、
茂
吉
は
「
ア
ラ
ラ
ギ
ニ
五
巻
回
顧
」
に
詳
（波型
述－」ている。
茂
吉
に
よ
る
と
、
大
正
二
年
七
月
、
師
伊
藤
左
千
夫
の
急
死
後
、
奮
起
し
た
同
人
た
ち
は
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
継
続
を
誓
い
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大正三年正月号の原稿は、大正一一年一一一月一○日前に民友社印
刷
部
に
入
れ
て
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
正
月
号
は
年
内
に
届
か
ず
、
七
草
後
の
一
○
日
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
出
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
民
友
社
の
仕
事
が
遅
れ
て
い
る
の
か
と
思
い
、
一
三
、
四
日
頃
、
勤
務
先
の
巣
鴨
病
院
か
ら
催
促
の
電
話
を
か
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
先
方
の
返
事
は
、
「
校
正
刷
は
だ
い
ぶ
前
に
古
泉
さ
ん
の
と
こ
に
御
届
い
た
し
て
居
り
ま
す
ん
で
す
が
、
ま
だ
御
返
し
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
す
」
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
千
樫
の
勤
務
先
の
水
難
救
済
会
に
電
話
す
る
と
、
「
も
う
校
正
は
民
友
社
の
方
に
全
部
や
っ
た
」
と
い
う
。
そ
こ
で
、
再
度
民
友
社
に
電
話
し
て
、
千
樫
の
返
事
を
伝
え
る
と
、
「
御
笑
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ち
ら
で
は
古
泉
さ
ん
の
方
に
幾
度も御催促申あげて居りますんですよ」と語気を荒める。
茂
吉
は
再
度
千
樫
に
電
話
し
て
問
い
つ
め
る
が
、
千
樫
は
答
え
ず
、
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
。
茂吉が千樫に電話したという大正一一一年一月一三、四日頃、千
樫
は
新
た
な
動
揺
の
中
に
あ
っ
た
。
一
月
三
日
夜
の
阿
佐
緒
宛
封
書
に
、
「
僕
に
は
同
棲
者
は
あ
っ
て
も
僕
の
一
切
を
少
し
で
も
拘
束
す
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
見
え
る
。
千
樫
は
、
｜
時
、
内
縁
の
妻
を
捨
て
る
こ
と
も
考
え
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
阿
佐
緒
か
ら
来
た
手
紙
ご
○
日
朝
付
け
）
に
、
庄
子
で
は
な
く
千
樫
を
選
ぶ
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
ば
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
「
僕
の
胸
に
貴
方
の
影
が
だ
ん
だ
ん
濃
く
な
っ
て
来
る
の
は
事
実
だ
っ
た
、
そ
こ
へ
こ
ん
度
の
お
手
紙
だ
っ
た
の
だ
、
僕
の
心
の
さ
わ
い
だ
の
は
本
当
だ
、
」
二
月
一
六
日
付
け
阿
佐
緒
宛
封
書
）
。
千
樫
は
一
時
舞
い
あ
が
っ
た
よ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
、
阿
佐
緒
か
ら
の
同
日
夜
の
手
紙
で
、
そ
れ
は
否
定
さ
れ
た
ら
し
い
。
千
樫
は
、
振
り
ま
わ
さ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
「
私
だ
っ
て
そ
れ
を
信
ず
る
｝
」
と
は
出
来
な
い
な
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
ら
も
、
と
に
角
私
の
胸
に
波
を
起
さ
せ
た
の
は
事
実
だ
、
然
し
そ
れ
は
何
で
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
だ
、
さ
う
し
て
そ
れ
が
た
っ
た
朝
と
夕
と
で
何
で
も
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
だ
、
余
り
馬
鹿
ら
し
い
と
思
っ
た
の
だ
、
い
く
ら
お
目
出
度
人
間
で
も
そ
の
位
の
こ
と
は
わ
か
る
の
だ
」
（
傍
点
筆
者）となじり、「ただ相見ぬ間の影を恋した」（同じく一月一六
日
付
け
）
と
自
省
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
四
日
後
の
娘
の
急
死
。
千
樫
は
、
動
揺
の
あ
ま
り
、
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
編
集
に
と
り
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
編
集
は
さ
ら
に
遅
延
し
て
い
る
。
茂
吉
に
よ
る
と
、
「
第
七
巻
一
号
は
一
月
二
六
日
に
な
って漸く出来あがった」という。
動揺が去ったあと、訪れたのは、放心状態だった。
「
今
日
は
天
気
が
い
い
の
で
、
雪
が
ど
ん
ど
ん
と
け
ま
す
、
軒
の
雪
の
音
が
に
ぎ
や
か
で
す
、
さ
う
し
て
時
々
屋
根
を
す
べ
る
雪
の
音
が
は
か
な
い
追
憶
の
胸
を
お
ど
ろ
か
し
て
何
や
ら
発
作
的
に
飛
び
立
た
せ
や
う
と
し
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
てはまたぼんやり雫の音をきいてゐます」（傍点筆者）（一一月一
○日付け阿佐緒宛封書）
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「東京は博覧会で大さわぎです、（略）然し私は毎日々々ぼん
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
やりとして何もせずに居ます」（傍点筆者）（一一一月一一一一日付け阿
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佐
緒
宛
封
書
。
た
だ
し
、
消
印
は
四
月
二
日
）
春
の
雪
が
屋
根
を
す
べ
り
落
ち
る
音
を
耳
に
し
な
が
ら
、
阿
佐
緒
の
面
影を追い、ひとり閉じこもる千樫。一一月三月、千樫は、呆然と
日
を
送
っ
た
よ
う
だ
。
内
心
あ
せ
り
つ
つ
も
、
実
務
は
こ
な
せ
な
い
。
「
ア
ラ
ラ
ギ
も
又
お
く
れ
さ
せ
て
了
い
ま
し
た
、
何
も
か
も
滅
茶
苦
茶
で
す
、
私
は
今
す
っ
か
り
疲
れ
て
ゐ
ま
す
、
一
切
の
こ
と
ど
う
に
で
も
な
れ
と
い
ふ
や
う
な
気
に
な
っ
て
ま
す
、
然
し
来
月
か
ら
は
ア
ラ
ラ
ギ
だ
け
は
真
面
目
に
や
り
ま
す
」
（
同
じ
く
三
月
一
三
日
付
け
封
書
）
悪
循
環
に
陥
っ
た
千
樫
の
姿
が
見
え
る
。
こ
の
あ
と
、
二
号
は
、
茂
吉
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。
千
樫
は
、
三
号
、
四
号
も
編
集
を
引
き
う
け
て
い
た
の
だ
が
、
四
月
二
五
日
を
過
ぎ
て
も
ま
だ
雑
誌
は
出
な
か
っ
た
。
茂
吉
と
赤
彦
は
千
樫
に
迫
っ
て
、
大
正
二
年
七
月
号
（
六
巻
六
号
）
以
来
千
樫
（沁型〉
になっていた編集発行人の名義を茂士口に移した。
千樫は、このときの遅刊事件によって、「ずぼら」で事務能
力
を
欠
く
、
と
い
う
評
価
が
決
定
的
に
な
っ
た
。
千
樫
自
身
も
苦
し
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
事
件
以
後
、
「
い
つ
せ
か
わ
ず
い
に
心
い
ら
ち
て
鳴
く
蛙
わ
れ
の
獺
惰
の
血
の
な
や
ま
し
さ
」
（
大
正
二
一
年「アララギ」六月号）など、自分自身へのもどかしさを詠ん
だ
歌
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
獺
惰
、
と
い
う
自
己
評
価
は
、
正
確
で
は
な
い
。
千
樫
は
、
も
と
も
と
編
集
の
実
務
に
は
向
か
ず
、
大
正
二
年
五
月
、
赤
彦
に
編
集
を
任
せ
た
い
旨
、
手
紙
を
出
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。
大
正
二
年
は
、
師
左
千
夫
の
死
と
い
う
大
事
件
も
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
、
大
き
な
節
目
だ
っ
た
。
子
規
に
始
ま
り
、
左
千
夫
と
長
塚
節
を
中
心
と
す
る
根
岸
短
歌
会
は
、
こ
の
年
か
ら
、
茂
吉
、
赤
彦
、
憲
吉
、
千
樫
の
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ラ
ラ
ギ
四
人
」
を
核
と
す
る
第
三
世
代
へ
と
、
世
代
交
代
し
た。多
難
な
年
だ
っ
た
か
ら
、
千
樫
に
は
同
情
も
よ
せ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
人
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
だ
か
ら
こ
そ
、
年
明
け
の
大
正
三
年
か
ら
は
、
心
機
一
転
し
て
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
発
行
を
軌
道
に
の
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
も
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
期
待
を
知
ら
ぬ
千
樫
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
正
二
年
の
暮
れ
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
、
予
想
外
の
恋
愛
に
陥
り
、
本
当
に
事
務
が
手
に
つ
か
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
千
樫
と
阿
佐
緒
の
関
係
は
、
美
し
い
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
恋
と
し
て
捉
（沈溺〉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
千
樫
の
陥
っ
た
の
は
、
決
し
て
淡
い
恋
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
恋
は
、
千
樫
の
死
近
く
ま
で
心
を
占
め
、
彼
の
人
生
を
変
え
る
に
い
た
る
。
千
樫
が
、
連
作
に
「
灰
儘
」
と
題
し
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
暗
示
的
だ
。
灰
儘
に
帰
し
た
の
は
、
近
所
の
家
で
は
な
く
、
千
樫
の
心
だ
っ
た
の
で
あ
る。こ
の
大
正
三
年
正
月
号
の
遅
刊
事
件
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
赤
彦
は
諏
訪
郡
視
学
を
辞
職
し
て
上
京
、
大
正
四
年
二
月
号
（
八
巻
二
号
）
か
ら
編
集
発
行
人
を
引
き
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
赤
彦
の
上
京
は
、
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
建
て
な
お
し
だ
け
で
な
く
、
同
僚
教
師
中
原
静
子
と
の
不
倫
に
終
止
符
を
打
つ
目
的
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
か
ら
千
樫
と
赤
彦
は
対
照
的
な
人
生
を
送
り
は
じ
め
る。不
本
意
な
情
況
で
、
編
集
発
行
人
の
名
義
を
明
け
わ
た
し
た
無
念
さ
か
ら
、
千
樫
は
、
次
第
に
『
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
仕
事
に
非
協
力
的
な
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
次
第
に
「
ア
ラ
ラ
ギ
』
の
中
で
孤
立
し
て
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いった。
一方、赤彦が編集を引き継いだ「アララギ」は部数を伸ばし
はじめ、茂吉が自負するように、大正五、六年には歌壇を制覇
（桃蜘）
すうＣにいたる。赤彦の時代はこうして訪れた。
（注１）『日本の詩歌六」（中央公論、昭和五一年四月一○且「屋
上の士」〈灰燐〉〈燭影〉注。
（注２）『斎藤茂吉全集五」（岩波書店、昭和四八年二月一一一一
且月報、「茂吉雑記上」。画家で『アララギ」の庇護
ひ
ら
ふ
く
ひ
や
く
す
い
者だった平福百穂の息子、平福一郎は、斎藤茂士ロが、「千
樫の歌で阿佐緒との関係のあるものなど若年の私如きに
聞かすべきと思えないような笑作例を説明された」と書
すぎうらすい。」
いている。また、茂士口と千樫に師事した杉浦翠子は、「純
愛一一一十年齋藤茂吉の手紙」（折口書店、昭和一一九年四
月九日）の中で、「過去に古泉先生と原阿佐緒さんは恋
愛関係があって、それには古泉先生の歌もあり、世間は
みな知ってゐた」と書き、「燭影」中の一一一首をあげてい
る。二人の関係については、翠子は、「青垣」（創刊号、
昭和二年二月一日）「先生病中の一日」でも暗にふれ
か
な
ている。また、翠子の小説「愛しき歌人の群」（福永書
店、昭和二年一一一月二日）には、千樫と阿佐緒をモデルに
した人物（佐伯等一一一と谷房代）が登場する。千樫と阿佐
緒の関係は、一介の門人にすぎない翠子が小説の題材に
とりあげるほど、周囲に知られていたようだ。
（注３）「婦人公論」第六年一○号（大正一○年九月号）特集「石
原博士と原阿佐緒女史学者の詩・詩人の恋」中の阿佐
緒を弁護する一文「涙から祈祷へ」。
（注４）小野は以下の著作で千樫と阿佐緒の関係にふれている。
『原阿佐緒の生涯その恋と歌」（古川書房、昭和四九年
一一月一一○日）、『原阿佐緒の歌」（古川書房、平成一一年
六月一五日）、「涙痕原阿佐緒の生涯」（至芸出版社、
平成七年六月一六且、『原阿佐緒文学アルバム」（至芸
出版社、平成二年五月二○日）、「原阿佐緒と古泉千樫」
（「短歌』昭和四五年二月）所収、「古泉千樫未発表書
簡補遺」（『解釈』五月号、昭和四八年五月一旦所収・
（注５）要約は、小野勝美『原阿佐緒の歌」（古川書房、平成二
年六月一五日）「さやかなる恋」にもとづいた。
（注６）『自選歌集川のほとり」（改造社、大正一四年五月五日）・
（注７）「原阿佐緒自伝黒い絵具」（耕風社、一九九七年八月一
○日）でも、歌を読んで「恋に似たような言葉を言い送っ
て来るような人達」がときおりいたと諜いている。
（注８）ハガキ、手紙はすべて宮城県黒川郡大和町宮床の原阿佐
緒記念館所蔵。①大正－工年一二月二一百絵ハガキ「第六
回文部省美術展覧会出品畑寺晩鐘（瀧湘八景の内）横
山大観」（筆者未見）。②大正一一年五月六日付けハガキ。
『アララギ」へ『涙痕」の広告を出す件を快諾。③五Ⅱ
一一五日付け「銚子名勝犬吠岬の浪花」絵ハガキ。旅の便
り。④六月八日消印「銚子名勝犬吠岬の浪花」絵ハガキ。
「スバル」の阿佐緒の歌の感想。⑤六月二○日消印ハガ
キ。転居通知。⑥八月九日付け「富士山頂日ノ出ノ眺望」
絵ハガキ。登拝記念スタンプあり。歌一首。⑦八月二一
日給ハガキ「甲州寓士川風銃屏風岩」旅の便り。⑧八
月一一四日消印ハガキ。逗子より。旅の便り。弱音を記す。
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⑨八月二五日付け「鎌倉大仏」絵ハガキ。旅の便り。⑩
九（？）月二一日絵ハガキ「奈良轍草山」自宅より。⑪
一
○
月
一
九
日
付
け
絵
ハ
ガ
キ
。
「
文
部
省
第
七
回
美
術
展
覧
会
出
品
千
紫
万
紅
其
一
寺
崎
広
業
筆
」
阿
佐
緒
か
ら
送
ら
れ
た
架
へ
の
礼
状
。
⑫
三
川
二
日
付
け
絵
ハ
ガ
キ
。
「
上
総
成
東
館
門前」旅の便り。⑬’一月三日付け絵ハガキ。「一宮風
最
松
林
ヨ
リ
海
岸
ヲ
望
ム
」
旅
の
便
り
。
⑭
一
二
月
一
○
日
付
けハガキ。『アララギ』送付の事務連絡。⑮一二月二五Ⅱ
消印ハガキ。白秋の「城ヶ島の落日」感想。
（注９）久保田柿人（赤彦）、中村恵吉合著『馬鈴薯の花」出版
後
、
野
の
木
犀
署
名
の
、
掲
載
に
値
し
な
い
評
、
「
馬
鈴
薯
の
花
を
評
す
」
を
、
編
集
の
千
樫
が
「
ア
ラ
ラ
ギ
』
九
月
号
に
掲
載
し
た
こ
と
で
、
赤
彦
た
ち
と
感
情
の
剛
鰯
を
き
た
し
た
事
件
。
（注、）「アララギ』大正二年六月号、千樫記の「消息」欄に、「可
な
り
ひ
ど
い
小
生
の
神
経
衰
弱
」
と
見
え
る
。
（
注
、
）
阿
佐
緒
は
、
叔
父
原
忠
雄
の
部
屋
に
泊
め
て
も
ら
っ
た
よ
う
だ
。
阿
佐
緒
の
「
歌
稿
ノ
ー
ト
」
に
、
「
芝
と
云
ひ
て
ふ
と
恩
出
ぬ
わ
が忠雄病めりといふを寂しくはかなく」「芝の二階忠雄
の室に今もなほおしろひの香ののこれるや否」等がある
（
大
林
昭
雄
『
原
阿
佐
緒
研
究
第
一
巻
原
阿
佐
緒
天
の
巻
女
の
歌」ギャラリー大林、平成一六年七月）。阿佐緒は、「芝
区
愛
宕
下
町
二
の
二
」
（
現
在
の
港
区
新
橋
）
白
山
館
内
山
中
宅
付
け
で
千
樫
に
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
山
中
に
つ
い
て
は
、
小
野
勝
美
は
、
歌
友
山
中
省
二
だ
と
言
っ
て
い
る
。
忠
雄
に
つ
い
て
は
、
「
君
と
吾
か
幸
を
恩
ひ
て
宿
か
し
て
忠
雄
の
心
い
と
し
も
が
り
け
り
」
と
い
う
歌
が
同
じ
「
歌
稿
ノ
ー
ト
」
に
見
ら
れ
る
の
で
、
阿
佐緒が忠雄の部屋に泊まっていたことは確かだが、なぜ
手
紙
の
住
所
が
「
山
中
宅
」
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
な
お
、
三
ヶ島葭子の日記（大正二年一二月二一一一日）は、上京中の
阿佐緒が出したハガキについてふれている。「原様は何
の
用
か
東
京
の
芝
へ
来
て
を
ら
れ
る
。
あ
る
旅
館
か
ら
出
し
た
葉
書である」（倉片みなみ「三ヶ島葭子日記上巻」至芸出
版
社
、
昭
和
五
六
年
四
月
一
五
且
。
（注、）「来京朝日新聞』（大正二年一二月一九日五面）。「本所の
ママ
火事昨日午後四時本所区南二葉町一一の一一一一一一林作次郎方
より発火し折柄西北の風吹き荒み居りし為め火勢は猛威
を達しうし見る見る同家附近四戸を全焼し尚半焼一一一戸を
出
し
て
同
五
時
鎮
火
し
た
り
」
。
当
時
の
地
図
に
、
南
二
葉
町
「
二
丁
目
」
は
存
在
せ
ず
、
火
元
の
住
所
は
、
正
し
く
は
「
南
二
葉
町
一一一三」である。火一兀は千樫の家「南二葉町二三」と境界
を
接
し
た
西
側
に
あ
た
る
。
（注週）山下きよは明治九年二月生。千樫より十歳年上だった。
（
注
型
火
事
の
現
場
に
い
あ
わ
せ
た
松
倉
米
吉
の
ハ
ガ
キ
が
残
っ
て
い
る
。
米吉は「北二葉町四七」に住み、「南二葉町一七」にあっ
た金属鍍金マルエムエ場に職工として勤めていた。大正
二
年
一
○
月
に
千
樫
に
弟
子
入
り
し
た
（
米
川
利
昭
『
歌
人
松
倉
米
吉
』
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
二
月
二
五
日
）
。
ハ
ガ
キ
は
信
濃
国
諏
訪
郡
正
川
村
飯
山
津
派
男
宛
。
消
印
は
一
二
月
一
八
冊
。
マ
マ
「（略）兄よ篤ろいて下さ！僕も驚きましたⅡ今川へ７川
先生の御宅が焔の中の灰と：…。成ったかと思ったらなんママ
と
鱸
し
い
事
で
せ
う
其
の
火
は
士
の
宅
裏
で
ぴ
っ
た
り
止
ま
し
た
あ
、
あ
、
其
の
火
中
の
も
中
御
見
舞
出
来
な
ん
だ
私
は
…
…
泣
い
て
い
ま
す
！
（
略
）
一
八
日
後
四
時
半
」
。
米
吉
の
記
し
た
時
間
が
四
時
半
で
あ
る
か
ら
、
火
の
手
は
四
時
二
○
分
こ
ろ
に
は
収
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ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
米
吉
は
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
か
ら
千
樫
の
家
に
と
っ
て
返
し
た
ら
し
い
。
千
樫
は
、
米
吉
の
死
後
、
火
事
の
と
き
、
米
吉
と
前
橋
が
「
駆
付
け
て
い
ろ
い
ろ
手
伝
っ
て
くれた」と書いている。（「松倉米吉と其歌」「随縁紗」
改
造
社
、
昭
和
五
年
三
月
一
五
日
）
所
収
。
な
お
、
こ
の
家
で
は
、
千
樫
の
弟
直
次
郎
が
兄
一
家
と
同
居
し
て
い
た
が
、
こ
の
年
一
二
月
に
軍
隊
へ
入
っ
た
た
め
、
こ
の
場
に
は
い
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
（
注
垣
小
野
勝
美
「
原
阿
佐
緒
全
歌
集
」
中
川
一
政
「
序
」
（
至
芸
出
版
社
、
昭
和
五
三
年
六
月
二
五
日
）
。
（
注
肥
）
千
樫
と
泊
ま
っ
た
の
が
海
気
館
で
あ
る
こ
と
は
、
阿
佐
緒
が
親
友
三
ヶ
島
葭
子
に
打
ち
あ
け
、
葭
子
が
橋
本
徳
寿
に
話
し
た
（
橋
本
徳
寿
『
ア
ラ
ラ
ギ
交
遊
編
年
考
二
」
「
古
泉
千
樫
と
原
阿
佐
緒
」
至
芸
出
版
社
、
昭
和
五
八
年
九
月
三
○
日
）
。
（
注
Ⅳ
）
海
気
館
の
面
影
は
、
君
塚
辰
之
助
「
千
葉
繁
盛
記
」
（
明
治
二
四
年一二月二一日）の挿絵「稲毛浅間森海気館の図」や、「千
葉
県
千
葉
郡
稲
毛
海
水
浴
保
養
場
海
気
館
真
餓
」
（
明
治
末
頃
）
（
鳥
海
宗
一
郎
『
ふ
る
さ
と
の
想
い
出
写
真
集
明
治
大
正
昭
和
千
葉
』
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
一
二
年
一
二
月
二
○
日
）
な
ど
で
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
海
気
館
本
館
の
あ
っ
た
場
所
は
、
現
在
の
「
稲
毛
一
丁
目
一
三
」
辺
り
。
今
は
住
宅
地
で
、
付
近
に
、
ホ
テ
ル
き
ら
く
、
月
極
駐
車
場
、
千
葉
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が
あ
る
。
海
気
館
が
宣
伝
用
に
出
し
た
冊
子
「
海
水
浴
御
旅
館
海
気
館」（丸山一一一津平著、明治四二年七月三○日）を見ると、
表
紙
に
「
総
武
鉄
道
稲
毛
停
車
場
ヨ
リ
八
丁
両
国
駅
ヨ
リ
約
一
時
間
」
と
あ
る
。
東
京
か
ら
電
車
一
本
、
稲
毛
駅
か
ら
徒
歩
で
来
ら
れ
る
手
近
さ
が
売
り
物
だ
っ
た
よ
う
だ
。
海
岸
は
埋
め
た
て
ら
れ
、
か
つ
て
の
海
岸
線
を
、
千
葉
街
道
が
通
っ
て
い
る
。
（
注
肥
）
初
出
は
『
近
代
思
潮
」
三
の
一
、
大
正
六
年
一
月
一
日
。
全
歌
集
で
は
、
大
正
四
年
に
入
っ
て
お
り
、
題
は
「
稲
毛
」
か
ら
「
波
の
音
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
一
首
目
は
全
歌
集
よ
り
。
初
出
は
下
の
句
が
「
今
宵
は
早
く
ひ
と
り
脹
ら
む
」
。
二
首
目
は
全
歌
集未収録。
（注凹）（注、）大林昭雄前掲書。
、
、
（
性
別
）
「
正
直
に
云
へ
ば
最
後
の
日
、
あ
な
た
が
た
を
始
め
て
見
た
時
僕
は
す
ぐ
軽
蔑
し
た
く
な
っ
た
、
（
あ
な
た
が
た
の
態
度
を
）
」
（
大
正
三
年
一
月
一
六
日
付
阿
佐
緒
宛
）
般
後
の
日
と
は
、
見
送
り
の
日
の
こ
と
を
指
す
。
（
注
、
）
橋
本
徳
寿
（
注
肥
）
前
掲
書
。
大
正
三
年
一
月
七
日
、
憲
吉
よ
り
赤
彦
宛
て
の
封
書
。
（注翠）「赤彦全集八」（岩波書店、昭和五年一○月一五日）惑簡
二八二。
（注泌）『アララギ」昭和八年一月二五周年記念号。大正一一年「ア
ラ
ラ
ギ
」
は
、
経
営
が
安
定
し
て
い
な
い
。
五
月
号
は
休
刊
。
六
月
号
は
遅
刊
。
七
月
号
か
ら
会
員
組
織
へ
転
換
。
七
月
三
○
日
の
左
千
夫
死
去
で
、
二
月
号
は
左
千
夫
追
悼
号
を
出
す
が
、
一
二
月
号
は
休
刊
。
会
員
に
は
、
大
正
三
年
正
月
号
か
ら
は
、
気
分
を
一
新
し
て
、
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
注
別
）
こ
の
遅
刊
に
つ
い
て
は
、
柴
生
田
稔
「
斎
藤
茂
吉
伝
』
「
あ
ら
た
ま
の
世
界
」
（
新
潮
社
、
昭
和
五
四
年
六
月
二
六
日
）
に
詳
し
い
。
（
注
妬
）
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
扇
畑
利
枝
「
漂
泊
の
歌
人
原
阿
佐
緒
」
中
の
「
古
泉
千
樫
と
淡
い
恋
」
Ｓ
生
誕
百
年
記
念
原
阿
佐
緒
」
昭
和
六三年一○月二五日所収）。
（
注
塑
大
正
中
期
以
降
、
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
集
発
行
人
で
あ
る
赤
彦
の
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古泉千樫「灰儘」私註
門
人
た
ち
が
勢
力
を
持
ち
、
千
樫
と
門
人
た
ち
を
排
撃
し
た
こ
と
は
、
前
稿
「
石
原
純
、
原
阿
佐
緒
事
件
と
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
ｌ
大
正
期
「
ア
ラ
ラ
ギ
』
裏
面
史
二
で
ふ
れ
た
。
（せんのあすか．文学部教授）
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